
都筑・ボツワナ交流児童画展、国際理解セミナーなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『第２回 都筑・ボツワナ交流児童画展』 
絵が語る子どもたちの日常。その距離約 13,600 キロメートル。 

 描くテーマは「互いの国の友達に伝えたいこと」。 

いくつもの国境を超えて、いまふたたび、子どもたちの好奇心が世界をつなぎます。 

 

 昨年度に引続き、区内小学校児童とボツワナ共和国の児童との交流児童画展「第２回 都筑・ボツワナ交流児童画展」の開催を平

成 27年秋以降に予定していますが、それに先立ち、今回絵画を交流する茅ケ崎小学校３年生（4 クラス・138人）向けに、ボツワナ

共和国大使館のご協力による「国際理解教室」が６月 18日（木）に開催されました。 

  そして、今年の夏、茅ケ崎小学校の児童が描いた絵画は、遥か遠く海を渡りボツワナ共和国へ到着し、９月７日～11日には、ベン・

テマ小学校で児童画交流展が開催されました。 

  初日の開会式には、尾西在ボツワナ日本国大使館大使、クワタララ校長、オレカンツェ教育省地域担当官がスピーチ。児童が踊りも

披露するなど盛大に催され、５日間で約 1,000 人が来場しました。その後、同校の３年生児童が描いた作品は、10 月下旬に日本に

到着しました。 

今回の「第２回 都筑・ボツワナ交流児童画展」では、両校の３年生の児童が描いた絵画（茅ケ崎小学校 137点、ベン・テマ小学

校 116点、あわせて 253点と子どもたちの日常の写真）を展示し、それぞれの文化を紹介します。 

  また、交流児童画展の開催にあたり、青年海外協力隊 OG（2014 年・ボツワナ共和国赴任） 圓山佐登子さんをお迎えして、国

際理解セミナー「ボツワナ体験談とワークショップ～ジャーマンプリントでMASEKA（ブレスレット）を作ろう～」も開催します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■記者発表資料 

『第１回 都筑・ボツワナ交流児童画展』 
 
平成 26 年度の「第１回都筑・ボツワナ交流児童画展」では、アフリカ南部の「ボツワナ共和国」の首都ハボロネにあるベン・テマ小学校と

都筑区の茅ケ崎小学校の児童が描いた 絵画（各国 105点・あわせて 210点）を展示し、それぞれの文化を紹介しました。また、交

流児童画展の開催にあたり、駐日ボツワナ共和国大使館大使もお迎えして、国際理解セミナー「ボツワナの魅力－動物・大地 そして 

人々」も開催しました。 

（写真：左上から時計回りに）「自宅」を描いた３年女児（ベン・テマ小学校）と、友達との「おにごっこ」の様子を描いた３年女児（茅ケ崎小学

校）、都筑区総合庁舎１階区民ホールで開催された時の様子、つづき MY プラザで両国の児童画あわせて 210 展が展示された時の様子、ボツワナ

共和国ベン・テマ小学校で 9月 22～26日に茅ケ崎小学校の児童画 105点が展示された時の様子。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■（参考）横浜市都筑区とボツワナ共和国ハボロネ市の交流児童画展について（外部リンク・PDF） 
        http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/pdfs/yokohama1412.pdf 
       （外務省 グローカル通信第７１号〈在ボツワナ共和国日本国大使館〉） 




